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　　　　　　　　　　　　　　　　　要　望　書
「区立小･中学校の将来ビジョン(素案)の骨子」に、第五中学校と第七中学校を統合し、その統合校を教育センター及び新大塚公園の敷地に建設することを検討する、とあることにつきまして、私たちは新大塚公園がなくなることに深い憂慮を抱いております。

　

私どもは新大塚公園の廃止に関わる説明会の開催を度々お願いしてまいりましたが、今にいたるまで、地元区民に対する説明会は開催されておりません。私どもの問い合わせに対して、区からは五中と七中の統合決定と平行して新大塚公園の廃止説明会を開く由、回答を頂いておりますが、中学統合及び統合校建設と表裏一体をなしている新大塚公園の廃止をあえて切り離し、説明をしないまま廃止決定を一方的に押し通そうとするなら、そのような区の方針は受け入れ難いものであります。

新大塚公園は周知のとおり、豊かな自然とグランドに恵まれ、少年たちは野球やサッカーを練習し、お年寄りはゲートボールを楽しみ、若い母親は幼子を育ててきました。ここは地域住民にとってかけがえのない憩いの場であるのみならず、子どもたちの貴重な育ちの場、即ち教育の場であります。さらには桜の古木をはじめとする美しい木々が街の景観に落ち着いた佇まいを与えていることも忘れてはなりません。このように、大きな役割をもち、40年にわたり人々に愛されてきた公園をなくすことは、地元区民にとって大変な苦痛、損失であり、区の将来にとっても回復しがたい環境破壊となるものです。

このような重大な問題を地元区民の意向を聞くこともなく、決定しようとすることは「協働･協治」を謳う文京区の自治基本条例に照らしても、あってはならないことです。

どうか、自治基本条例に則り、関係各部局ご同席のうえで、新大塚公園廃止について教育、都市計画、環境行政全般にわたり、区の責任ある説明がなされる会をすみやかに開催して頂きますよう要望いたします。日程につきましては3月中旬までを希望いたしますが、関係各位のご都合もあろうかと思いますのでご相談させて頂きます。ただし、中学の統合につきまして骨子が素案とされる前であるべきことをご留意ください。なお、五中と七中の統合そのものにつきましては、私どもは意見を差し挟むものでないことを申し添えます。

折り返しのご返事をよろしくお願いいたします。
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